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CONTENTS

令
和
４
年
７
月
１
日
付
け

で
事
務
所
長
を
拝
命
い
た
し

ま
し
た
亀
岡
知
弘
と
申
し
ま

す
。
平
成
13
年
の
四
国
地
方

整
備
局
発
足
以
降
、
四
国
地

整
に
勤
務
し
て
お
り
ま
す
が
、

高
松
の
事
務
所
勤
務
は
初
め

て
と
な
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

着
任
し
て
３
ヶ
月
が
過
ぎ
、

こ
の
間
、
挨
拶
回
り
を
さ
せ

て
頂
く
中
で
、
港
湾
の
物
流

拠
点
と
し
て
の
機
能
拡
充
に

関
す
る
ご
意
見
に
加
え
て
、

賑
わ
い
づ
く
り
を
求
め
る
ご

意
見
や
瀬
戸
内
海
を
楽
し
む

こ
と
も
重
要
と
の
ご
意
見
を

頂
き
ま
し
た
。

管
内
の
２
つ
の
重
要
港
湾

（
高
松
港
、
坂
出
港
）
に
つ

き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
、

香
川
県
、
坂
出
市
が
中
心
と

な
り
、
Ｗ
Ｇ
な
ど
を
通
じ
て

関
係
者
の
ご
意
見
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
物
流
、
賑
わ
い
、

防
災
面
な
ど
検
討
を
進
め
、

長
期
構
想
と
い
う
形
で
令
和

４
年
３
月
に
取
り
ま
と
め
ら

れ
ま
し
た
。
今
後
、
港
湾
計

画
へ
反
映
さ
せ
る
作
業
に
移

行
し
ま
す
。
港
湾
計
画
の
改

訂
は
平
成
９
年
以
来
、
そ
れ

ぞ
れ
四
半
世
紀
ぶ
り
と
な
り

ま
す
。
昨
今
の
気
候
変
動
へ

の
対
応
、
Ｃ
Ｎ
Ｐ
形
成
な
ど

港
湾
に
求
め
ら
れ
る
役
割
は

多
様
化
し
つ
つ
あ
る
中
、
改

訂
は
港
湾
管
理
者
が
主
体
と

な
り
ま
す
が
、
当
事
務
所
と

い
た
し
ま
し
て
も
、
引
き
続

き
、
知
恵
を
絞
り
、
汗
を
か

く
所
存
で
す
。

物
流
機
能
の
拡
充
に
関
し

て
、
昨
年
３
月
に
着
工
式
を

執
り
行
っ
た
高
松
港
朝
日
地

区
複
合
一
貫
輸
送
タ
ー
ミ
ナ

ル
の
整
備
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
今
年
10
月
に
新

造
船
「
あ
お
い
」
が
就
航
し

ま
し
た
。

新
造
大
型
船
を
安
全
に
係

留
し
て
頂
く
た
め
、
一
部
の

係
船
曲
柱
を
先
行
的
に
完
成

さ
せ
る
べ
く
鋭
意
整
備
を
進

め
て
参
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
備
讃
瀬
戸
航

路
に
お
け
る
保
全
浚
渫
、
高

松
港
朝
日
地
区
に
お
け
る
航

路-

12
ｍ
の
浚
渫
、
高
松
空

港
の
滑
走
路
端
安
全
区
域

（
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
）
の
施
工
に
必

要
と
な
る
工
事
用
仮
設
道
路

の
整
備
、
美
し
い
瀬
戸
内
海

の
環
境
を
守
る
た
め
海
面
清

掃
兼
油
回
収
船
「
美
讃
」
に

よ
る
浮
遊
ゴ
ミ
の
回
収
も
続

け
て
参
り
ま
す
。

関
係
者
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
頂
き
つ
つ
、
安

全
か
つ
着
実
に
進
め
て
参
り

た
い
と
考
え
ま
す
。
今
後
と

も
、
本
誌
面
を
活
用
し
て
情

報
発
信
に
努
め
て
参
り
ま
す

の
で
、
当
事
務
所
へ
の
ご
指

導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

高
松
港
湾
・
空
港
整
備
事
務
所
長

亀
岡

知
弘

｢

ご
挨
拶｣

亀岡所長より「ご挨拶」

「高松港海の日イベント in サンポート高松 2022」開催

出前講座の実施状況



●高松港湾・空港整備事務所
〒760-0064
高松市朝日新町1-30
高松港湾合同庁舎３階（南側）
TEL087-851-5522
FAX087-826-1210

●坂出港分室
〒762-0002
坂出市入船町1-5-26
TEL0877-46-0311
FAX0877-45-4689

令和４年７月１８日海の日に、「高松港 海の日イベントinサンポート高松2022」を開催しました。
今年度から初めての試みとして、従来実施していた海面清掃兼油回収船「美讃」の一般公開や高松港湾空港
技術調査事務所による液状化実験公開の他、みなとを散歩しながらの見学会を実施しました。
特に、みなと(お散歩)見学会では「せとしるべ見学コース」と「玉藻城見学コース」の２コースを設け、実
施にあたって、高松海上保安部や高松観光コンベンション・ビューロー、香川県立ミュージアム等、短期間で
の調整にもかかわらず、様々な方々に協力をして頂きました。
本イベントに参加された子ども達からは、「せとしるべからの眺めがこんなに綺麗だとは思わなかった。」
「美讃に初めて乗れたので良かった。たくさんのゴミを回収してくれていることが分かったので、これからも
頑張ってほしい。」などの感想があり、内容の濃い体験をして頂けたのではないかと思います。
今年度は初めての試みということもあり、募集期間を十分に取れなかった等課題もありましたが、来年度以
降は今年度の反省も踏まえつつ、より良い体験を皆様にして頂けるよう工夫して参ります。

▲船内見学を楽しむ様子▲海面清掃兼油回収船「美讃」 ▲せとしるべ見学コース

高松港湾・空港整備事務所では、当事務所が行っている事業を紹介する出前講座を開催しており、今年度は、
高松港見学や美讃乗船見学等の出前講座を7回実施しています。（11/22時点）
特に、高松市立鬼無小学校5年生を対象とした出前講座（5月開催）では、小学校側からの希望もあり、バリ
アフリーの観点から高松港玉藻地区を見学していただきました。当日は暑い中でしたが、防波堤に設置してあ
るスロープや点字ブロックの数をメモする等、生徒達の積極的に学ぶ姿勢を見ることができました。
また、今年度は新聞やデレビに取り上げられる機会もあり、高松港や美讃についても出前講座を通して広く
一般の方々に周知できたのではないかと考えております。
引き続き、より良い学びを提供できるよう工夫して参ります。

▲高松港見学状況 ▲美讃見学(左：座学 右：船内見学)


